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第８－② スポーツを振興する

取組５０ 競技スポーツの振興

○ 現状
本県選手が全国大会や国際大会で活躍することは、県民に大きな夢と感動を与えてくれます。
本県では、全国や世界で活躍するスポーツ選手や指導者が育つ環境づくりを進め、本県スポーツの競

技力向上を図るとともに、競技人口の拡大と地域の活性化を図っています。

（本県の競技力の状況）
本県の国民体育大会の成績は近年１，０００点

以上の得点を獲得し、順位は１０位台を確保して
いましたが、平成１９年は１，０５１．５点で
２１位、平成２０年は１，００９点で２２位とな

っています。
また、北京オリンピックには１１名の選手が参

加し、ソフトボールで６名が金メダルを獲得し、
水泳で１名が入賞しました。

（競技力向上の取組）

・選手の体力・筋力測定とそのフィードバック、情報収集とデータ分析等医科学面のサポートを行い、
選手強化を行っています。

・競技団体への支援やスポーツ賞顕彰等を推進し本県競技力の向上を図っています。
・国民体育大会などの全国大会や国際大会に参加する選手に対して支援を行っています。

北京五輪金メダリストとジュニア選手 健闘を誓う本県国体選手

○ 課題
・各競技団体と学校体育団体が連携して競技力向上一貫指導システムを確立し、効果的な強化事業を実
施すること
・関係団体、関係機関とのきめ細やかな連携のもと、効果的な選手強化を実施すること

・優秀な指導者がその能力を十分に発揮できるような環境作りと指導者の育成を行うこと
・トップレベルのスポーツイベントを誘致し、本物に触れる機会を増やすこと

○ 取組の方向
・長期にわたり安定した競技力を得られるよう、ジュニアからの一貫指導システムを確立します。
・全国屈指の力を持つ競技を維持しながら国体で入賞できる競技数を増やします。

・世界大会や全国大会で優秀な成績を収めた競技者や指導者を顕彰します。
・指導者の資質向上を支援するとともに、関係機関とのより一層の連携を図り、地域や学校等に計画的

に優秀な指導者を配置します。
・県民が魅力を感じるイベントを開催し、トップレベルのスポーツに触れる機会を増やします。
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○ 主な事業の概要

事業の概要 担当部署

・競技力向上対策支援
40 競技団体、２学校体育団体の実施する競技力向上対策事業に対する支 スポーツ健康課
援や競技力向上フィードバック対策及び総合一貫強化対策事業に対する支援
をします。

・群馬県スポーツ賞顕彰等推進
世界大会・全国大会で優秀な成績を収めた競技者や指導者を顕彰します。 スポーツ健康課

・国民体育大会参加推進
選手・監督が群馬県代表としての自覚と誇りを持って参加し、子供達の憧 スポーツ健康課
れとなる活躍ができるよう支援します。

・各種競技大会の開催・派遣 スポーツ健康課
各種大会の本県開催と有力選手の海外派遣を支援します。

・スポーツイベント誘致
本県にスポーツのビックイベントを誘致し、スポーツの振興を支援すると スポーツ健康課
ともに、県民に大きな夢と感動を与えます。

○ 達成目標

目標の概要 基準年度の状況 目標年度の状況
（Ｈ２０） （Ｈ２５）

・国体男女総合成績（天皇杯）順位 22位 10位台

・群馬県スポーツ賞顕彰の受賞者数 （Ｈ１９）
104名 150名

・群馬県競技団体の登録人数 （Ｈ１９）
149千人 149千人

トピックス

県内のプロスポーツ・企業チームの状況

平成１６年にザスパ草津が Jリーグに加盟し、平成１９年には群馬ダイヤモンドペガサスがベース
ボール・チャレンジ・リーグに加盟するなど、プロスポーツ団体が設立されたほか、ラグビー、野球、
ソフトボールで企業チームが全国優勝するなど活躍しており、多くの県民が試合に足を運んでいます。

各団体とも地域住民との交流や子どもとの触れ合いを大切にし、スポーツの魅力を広めています。


